
 

 

 

 

平成 30年度 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

第 1回 障がい福祉部会 

 

日時：平成 31年 2月 13日（水） 午後 6時 30分～午後7時 00 分 

場所：北広島市役所 4階 会議室Ｅ・Ｆ 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員（障がい福祉部会） 

 出席者：板垣委員（部会長）・加藤委員・森委員・近藤委員・奥田委員・若狭委員 

     斉藤委員・三上委員 

 

 欠席者：なし 

 

◇事務局：柄澤高齢者・障がい者相談担当参事・濱田こども発達支援センター長 

     播磨こども発達支援センター主査・高屋こども発達支援センター主査 

     五十嵐高齢者・障がい者相談担当主査・新川福祉課主査・吉崎福祉課主任 

 

◇傍聴者：なし 

 

《議事概要》 

 

１ 開会 

 

２ 報告事項   

  委員の変更 

  中村委員⇒三上委員 

 

３ 協議事項 

 事務局：北広島市障がい支援計画（平成30年度）の進捗状況について、資料をもとに説

明。 

 委 員：障がい福祉サービスを利用したくても、人員不足により受け入れ先がない等の 

悩みを耳にする。市として福祉人材確保事業を行っているが、実績としてはどう 

か。 

事務局：平成30年 7月から事業を開始した福祉人材確保対策就労支援金の実績について 

は、平成31 年 1月末現在で、新規就労者が 13名となっております。 

 委 員：就労継続支援Ｂ型事業所の利用者が増加しているが、増加の要因はなんでしょ 

うか。 

事務局：利用者等から統計を取ったわけではありませんが、就労継続支援Ｂ型事業所の 
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数が増加傾向にありますので、それが要因ではないかと考えております。 

委 員：ヘルプマークは何枚程度配布してますか。 

 事務局：約250枚配布しております。 

 委 員：市内での虐待相談事案等について、テレビで報道されているような深刻なもの 

もあるのでしょうか。 

 事務局：今年度あった虐待相談事案で、重大な虐待事案はありません。 

 委 員：平成 30 年 9 月 6 日に発生した胆振東部地震の際に、どのような対応をしたの

でしょうか。 

 事務局：以下の5 点を主な対応として報告します。 

（１）避難指示区域となった大曲並木地区の障がい者手帳所持者（自立支援医療含 

む）名簿を作成し、自力で避難できない方がいないか確認 

   （２）地震発生当日の朝から、障がい福祉サービス事業所等に、運営状況を確認す 

るとともに、サービス利用者の安否確認を依頼。 

   （３）安否確認が取れていない障がい者宅を訪問。 

   （４）市内の社会福祉法人に対し、運営状況や短期入所の受け入れ可能状況等を随 

時確認。 

   （５）在宅酸素等の非常用電源の必要な方向けに、公共施設等で電力を供給。 

（充電が可能な旨はHPに掲載。） 

 

  


